
キャラクター名 プレイヤー名 スキル名 SL コスト タイミング 射程 対象 判定 制限 メモ

効果：

シンドローム ワークス カヴァー
効果：

年齢 性別オプショナル

覚醒 衝動 初期侵食率 % 効果：

出自 経験 邂逅 効果：

基本値 ワークス ボーナス 成長 他修正 能力値 HP
効果：

肉体 行動値
感覚

効果：
精神 戦闘移動
社会 全力移動

効果：

肉体 感覚 精神 社会
技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 効果：

白兵 射撃 ＲＣ 交渉
回避 知覚 意志 調達 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

効果：
武器・コンボ 能力 命中値 攻撃力 射程 メモ

効果：

効果：

防具 価格 装甲 回避 行動 メモ 効果：

合計装甲： 合計回避：
所持品
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P N

P N

P N

P N

(非装備時)

G値

感情(pos) 感情(neg)

最大財産P: 残り財産P：

坂上ヨウ

ノイマン
オルクス

レネゲイドビーイングC

10代後半~20代前半

探求

人類への興味

加虐

幸せなひととき

大学生

男

34

腐れ縁
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4
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0
0
1
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1
0
1
1

1
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26

1 1
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UGN
ウェブ

1

素手

【100%】

白兵
交渉
交渉

1r
4r+1
4r+1

-5
《要の陣形》+《アドヴァイス》：侵蝕7
《要の陣形》+《アドヴァイス》：侵蝕8

強化服 1 1

1 0

“■■■”
“■■家”
葛城明晴

（ここにPC1の名前）

憧憬
執着
憧憬
尽力

悔悟
恐怖
嫌悪

敵愾心

コネ：UGN幹部
モバイルPC

自動巡回ソフト

8 2

ワーディング

リザレクト

ヒューマンズネイバー

オリジン：レジェンド

ファンアウト

妖精の手

要の陣形

アドヴァイス

力の法則

完全演技

機械の声

★

0

1

1

2

3

3

5

3

★

★
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-

2

4

4

3

4

4

-

-

オート

気絶時

-

マイナー

セットアップ

オート

メジャー

メジャー

オート

メジャー

メジャー

視界

-

至近

至近

至近

視界

-

視界

視界

至近

至近

シーン

自身

自身

自身

範囲・選択

単体

3体

単体

単体

自身

自動

自動

自動

自動

自動

自動

シンドローム

交渉

自動

(知覚)

(RC)

-

↓100

100↑

-

-

非オーヴァードのエキストラ化

コスト分のHPで復活

衝動判定に[Lv]D追加(侵蝕率の影響を受けない)。《作成時：侵蝕率基本値+5》

そのシーンの間、自分が【精神】の技能を使って行う判定の達成値に、プラス[Lv*2]の修正。

同意した対象は即座に「戦闘移動」を行う。どう移動するかは対象自身が決定する。《使用制限：[Lv]回/シナリオ、使用者以外》

任意の判定直後に使用可能。 対象の判定のダイス1つを10に変更する(判定の途中でも使用可能)。《使用制限：[Lv]回/シナリオ、判定ごとに1回》

このエフェクトを組み合わせた行動は「対象：3体」に変更される。《使用制限：[Lv]回/シナリオ》

次に対象が行うメジャーアクションの判定のC値をマイナス1(下限6)し、行為判定に[Lv]Dを追加。

自分以外が行うダメージロールの直前に使用可能。そのダメージを[Lv+1]D上昇させる。《使用制限：1回/ラウンド》

特定個人の人格・言動を再現

機械や道具に特定の動作を実行させる

2022年の夏頃から活動を開始したレネゲイドビーイング。支配型。
明確な起源は特定できておらず、エフェクト特性から暫定的に「オリジン：レジェンド」と分類されている。
ただし、本人は「レネゲイドビーイング」として扱われることを嫌がっており、可能な限り「オーヴァードの一人」として生きることを望んでいるようだ。

高度な学習能力、および人間への強い興味・関心を持ち合わせた個体であり、それらに裏打ちされた人間社会への高い適応力をもつ。
その一方、性格面では全体的に人を食ったような印象が強く、好奇心・知識欲を満たすために相手を不愉快にさせる言動をとったり、上官の指示に反して行動し
たりする傾向もある。

【UGNからの特記事項】
・どうしても指示に従わせたい場合は、「葛城明晴(所属支部の長官)と繋がりがある」という事実を提示することが勧められている。
・家族(特に両親との)関係が良好ではない家庭で育った人物に対して、偏執的ともいえるほど接触を図る傾向にある。

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org

